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はしる、とまる、つながる｡
安全装置がさらに進化
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
依
然
と
し
て
収
ま
ら
ず
、

出
口
の
見
え
な
い
不
安
に
人
々

が
苛
ま
れ
る
中
で
、
新
た
な
衝

撃
が
世
界
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲
惨
な
戦
禍

の
現
状
が
連
日
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
、
日
本
で
も
現
地
か
ら

避
難
し
て
き
た
方
々
の
受
け
入

れ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
戦
争
は

も
は
や
遠
い
国
、
遠
い
過
去
の

話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
破
壊
し

尽
く
さ
れ
た
街
の
様
子
や
子
供

を
失
っ
た
母
親
が
涙
に
む
せ
ぶ

様
子
に
は
、
胸
を
か
き
む
し
ら

れ
る
よ
う
な
悲
し
み
を
覚
え
ま

す
。
冷
戦
終
結
後
、
世
界
各
国

が
強
調
し
つ
つ
地
道
に
築
き
上

げ
て
き
た
は
ず
の
国
際
秩
序
が

い
と
も
簡
単
に
揺
る
が
さ
れ
て

し
ま
っ
た
今
回
の
事
態
を
考
え

る
と
、
実
に
や
り
き
れ
な
い
思

い
も
感
じ
ま
す
。

世
界
平
和
を
祈
る
一
市
民
と

し
て
、
私
た
ち
は
今
回
の
事
態

に
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
歴
史
を
ひ
も
と
け

ば
、
こ
の
現
代
社
会
で
起
き
て

い
る
事
態
と
一
部
重
な
る
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
第
二
次
世

界
大
戦
で
す
。
第
一
次
世
界
大

戦
の
反
省
か
ら
国
際
連
盟
を
発

足
さ
せ
、
多
く
の
国
が
民
主
主

義
と
国
際
協
調
を
掲
げ
て
平
和

を
希
求
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
理
念
は
わ
ず
か
20
年
足
ら

ず
で
崩
れ
去
り
ま
し
た
。
イ
ス

ラ
エ
ル
の
歴
史
学
者
ユ
ヴ
ァ

ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
は
こ
の
経

緯
に
つ
い
て
、
第
一
次
世
界
大

戦
末
期
か
ら
世
界
を
席
巻
し
た

ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
）
と
の
関
連
性
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
、

当
時
の
世
界
人
口
の
約
5
％
に

あ
た
る
1
億
人
も
の
死
者
を
出

し
た
と
さ
れ
ま
す
。
第
一
次
世

界
大
戦
の
犠
牲
者
の
約
6
倍
と

い
う
、
文
字
通
り
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ラ
リ
は
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
後
は
歴
史
的
に
政
治
が
短

期
短
絡
的
結
論
に
な
り
、
独
裁

者
に
よ
る
全
体
主
義
的
な
体
制

が
台
頭
す
る
危
険
性
が
あ
る
」

と
言
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は

人
々
の
身
体
だ
け
で
な
く
、
心

ま
で
む
し
ば
ん
で
し
ま
う
の
で

し
ょ
う
。
心
の
健
康
を
失
っ
た

民
衆
は
、
自
ら
を
勇
気
づ
け
て

く
れ
る
過
激
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
す
る
独
裁
者
に
身
を
委
ね
ま

す
。
そ
の
結
果
、
民
主
主
義
は

危
機
へ
と
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

現
代
の
コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
状
況
は
こ
う
し
た

歴
史
と
異
な
る
点
も
多
く
、
安

易
に
重
ね
て
論
じ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
長
期
に
わ

た
っ
て
、
閉
塞
感
が
漂
う
現
代

社
会
に
お
い
て
、
人
々
の
心
が

何
に
共
鳴
し
、
ど
の
よ
う
に
動

く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
歴
史
に
学
び
つ
つ
、
冷
静

に
分
析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ラ
リ
は
「
民
主
主
義
は
平
時

に
は
崩
壊
し
な
い
。
崩
壊
す
る

の
は
決
ま
っ
て
緊
急
事
態
の
時

で
あ
る
」
と
い
う
警
告
も
発
し

ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
は
民
主
主

義
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。
真
偽

不
明
の
多
く
の
情
報
が
人
々
を

不
安
に
陥
れ
、
様
々
な
判
断
を

誤
ら
せ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

事
態
に
惑
う
こ
と
な
く
、
大
局

的
な
視
点
で
物
事
を
捉
え
て
行

動
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
頃

か
ら
自
分
の
頭
で
思
考
す
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
土
台
と
な
る

幅
広
い
知
識
を
身
に
着
け
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
本
学
園

に
お
い
て
は
以
前
か
ら
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を

通
じ
て
、
自
分
で
思
考
し
、
判

断
で
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
す

な
わ
ち
、「
危
機
に
強
い
人
材
」

の
育
成
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

二
つ
の
大
き
な
有
事
が
現
在
進

行
形
で
続
く
今
、
そ
の
使
命
の

重
み
を
よ
り
一
層
強
く
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
争
い
で
は
な
く
、

世
界
中
の
国
々
が
手
を
携
え
、

一
刻
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
を
終
わ

ら
せ
る
た
め
に
、
医
薬
品
の
開

発
な
ど
に
協
調
し
て
い
く
こ
と

を
願
い
ま
す
。

二
つ
の
有
事
に
思
う
こ
と

学
校
法
人
佐
藤
栄
学
園

理
事
長

田
中

淳
子

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

合
宿

宿
泊
を
伴
う
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
花
咲
徳
栄
高
校
と

栄
北
高
校
で
行
わ
れ
た
。
花
咲

徳
栄
高
校
は
、
4
月
11
日
、
13

日
出
発
の
2
班
に
分
か
れ
、
2

泊
3
日
で
福
島
県
の
南
会
津
を
、

栄
北
高
校
は
、
4
月
18
日
、
19

日
の
2
班
に
分
か
れ
、
新
潟
県

の
塩
沢
を
訪
れ
た
。
両
校
と
も
、

高
校
で
の
学
習
や
部
活
動
な
ど

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
レ
ク

チ
ャ
ー
や
、
様
々
な
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
も
企
画
さ
れ
、
ク
ラ
ス

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。校

外
学
習

埼
玉
栄
高
校
3
年
生
は
、
ス

ク
ー
ル
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
、
保
健
体
育
科
が
4
月
11

日
、
長
瀞
に
て
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

を
中
心
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
普
通
科

は
4
月
14
日
に
、
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
。
ど
ち

ら
も
中
止
と
な
っ
た
修
学
旅
行

の
代
替
え
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

ま
た
2
年
生
の
普
通
科
が
、
4

月
14
日
に
、
体
験
型
英
語
学
習

を
東
京
お
台
場
に
あ
る
施
設
で

行
い
、
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
に
よ

り
、
海
外
の
よ
う
な
空
間
で
英

会
話
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

埼
玉
栄
中
学
は
4
月
21
日
に
、

1
年
生
が
東
秩
父
村
と
長
瀞
、

2
年
生
が
笠
間
市
と
つ
く
ば
市
、

3
年
生
が
鎌
倉
を
訪
問
し
、
そ

れ
ぞ
れ
、
和
紙
作
り
や
笠
間
焼

手
び
ね
り
な
ど
の
体
験
を
行
っ

た
。花

咲
徳
栄
高
校
2
，
3
年
生

は
、
4
月
12
日
に
富
士
急
ハ
イ

ラ
ン
ド
を
訪
れ
、
雄
大
な
自
然

の
中
で
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。

栄
北
高
校
2
，
3
年
生
は
、

4
月
19
日
に
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

リ
ゾ
ー
ト
で
の
遠
足
を
行
っ
た
。

や
っ
と
実
現
し
た
校
外
学
習
は
、

生
徒
の
良
い
思
い
出
と
な
っ
た
。

学
園
各
校
で
は
、
入
学
式
に
引
き
続
き
、
新
入
生
を
対
象

と
し
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿
や
、
日
帰
り
の
校
外
学

習
を
実
施
し
た
。
過
去
2
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
校

外
で
の
学
校
行
事
は
中
止
と
な
っ
て
い
た
が
、
3
年
ぶ
り
の

再
開
と
な
っ
た
。
校
内
で
の
学
習
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な

い
貴
重
な
体
験
や
、
級
友
た
ち
と
の
親
交
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。
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平
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サ
ト
ヱ
記
念
二
十
一
世
紀
美
術
館

私
は
、
中
学
2
年
か
ら
ボ

ク
シ
ン
グ
を
始
め
、
花
咲
徳

栄
高
校
ボ
ク
シ
ン
グ
部
監
督

の
木
庭
浩
介
先
生
に
「
共
に

日
本
一
を
目
指
そ
う
」
と
声

を
か
け
て
頂
き
、
花
咲
徳
栄

高
等
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

先
生
の
元
で
恐
れ
ず
驕
ら
ず

侮
ら
ず
の
部
訓
を
胸
に
ボ
ク

シ
ン
グ
を
学
び
、
更
に
平
成

国
際
大
学
に
進

学
し
、
計
7
年

間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

高
校
時
代
は
副
キ
ャ
プ
テ

ン
、
大
学
で
は
キ
ャ
プ
テ
ン

を
ま
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
私

の
人
生
の
基
礎
を
築
く
か
け

が
え
の
な
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

先
生
は
よ
く
「
人
の
信
頼

を
得
る
の
は
大
変
だ
が
、
失

う
の
は
一
瞬
だ
」
と
仰
っ
て

い
ま
し
た
。
ボ
ク
シ
ン
グ
は

リ
ン
グ
上
で
一
人
き
り
で
闘

う
競
技
で
す
が
、
教
え
て
く

れ
る
方
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
方
、
先
輩
、
後
輩
、
応

援
し
て
く
れ
る
家
族
な
ど
と

周
り
の
支
え
が
あ
る
か
ら
で

き
る
競
技
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
一
人
で
は
何
も
で
き

な
い
し
、
み
ん
な
と
の
信
頼

関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
自
分

の
目
標
で
あ
る
夢
に
集
中
し

て
挑
戦
で
き
る
ん
だ
と
感
じ

ま
す
。

大
学
を
卒
業
し
5
年
、
今

年
2
月
8
日
10
戦
全
勝
で
日

本
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
第
63
代

日
本
ラ
イ
ト
級
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

高
校
大
学
で
関
わ
っ
て
き
た

人
達
は
、
今
も
変
わ
り
な
く

応
援
し
て
く
れ
て
、
僕
の
闘

う
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
も
沢
山
の
人
と
新
し

い
出
会
い
が
あ
り
、
そ
の
度
、

先
生
の
言
葉
を
思
い
出
し
、

色
々
な
方
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
し
て
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
目
指
し
て
さ
ら
に
挑

ん
で
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
は
希
望
に
満
ち
た

学
校
生
活
が
始

ま
り
ま
す
。
目

標
に
向
か
う
に

は
、
色
々
な
事
が
あ
り
大
変

だ
と
思
い
ま
す
が
、
周
り
に

い
る
人
達
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
し
て
、
楽
し
い
学
生
生

活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
4
年
度
の
後
援
会
通
常

総
会
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
総
会
の
中

止
と
、
書
面
表
決
の
実
施
を
決

定
し
ま
し
た
。
以
前
は
、
例
年

6
月
に
、
さ
い
た
ま
市
の
会
場

を
利
用
し
、
総
会
を
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収

束
が
未
だ
見
通
せ
ず
、
皆
様
の

安
全
を
考
慮
し
、
中
止
と
い
た

し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、

書
面
表
決
の
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
令

和
4
年
度
も
、
事
業
計
画
に
基

づ
い
た
諸
活
動
を
実
行
し
、
充

実
し
た
実
り
あ
る
後
援
会
活
動

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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宇
津
木

秀

平
成
国
際
大
学

第
16
期
生

日
本
ラ
イ
ト
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

埼玉栄中学校笠間焼手びねりの様子

周
り
の
支
え
を
大
切
に

花咲徳栄高校バスハイク曲家集落

栄北高校笹団子づくり体験の様子

埼玉栄高校ラフテイングの様子

埼玉栄高校体験型英語学習の様子

思
い
を
巡
ら
せ

令
和
4
年
度

佐
藤
栄
学
園
後
援
会
通
常
総
会
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第
23
回

入
学
式

スタートアップ
Jr.アワード2021
スタートアップ
Jr.アワード2021

第
51
回
入
学
式
が

4
月
8
日
に
、
普
通

科
7
2
1
名
、
保
健

体
育
科
2
8
4
名
の

新
入
生
を
迎
え
て
、

3
年
ぶ
り
に
本
校
総

合
体
育
館
に
て
挙
行

さ
れ
た
。

式
で
は
、
開
式
の

辞
、
国
歌
斉
唱
（
静

聴
）、
校
長
か
ら
の

入
学
許
可
の
も
と
埼

玉
栄
高
校
生
と
し
て

の
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。式

終
了
後
に
は
、

感
染
症
拡
大
防
止
対

策
の
為
、
生
徒
と
保

護
者
は
別
々
の
教
室

に
分
か
れ
て
、
担
任

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
級

方
針
や
諸
連
絡
が
伝

え
ら
れ
た
。
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
で
の
担
任
か

ら
の
言
葉
に
、
新
入

生
は
張
り
詰
め
て
い

た
面
持
ち
が
、
少
し

和
ら
い
だ
様
子
だ
っ

た
。保

健
体
育
科
3
年

生
の
海
浜
実
習
事
前

指
導
が
4
月
12
日
か

ら
14
日
ま
で
3
日
間

の
日
程
で
、
本
校

プ
ー
ル
に
て
行
わ
れ

た
。
実
習
は
保
健
体

育
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
し
て
行
わ
れ
、

体
育
を
専
攻
す
る
者

の
自
覚
を
高
め
、
水

泳
技
術
や
ス
ク
ー
バ

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
基
礎

技
術
の
習
得
を
目
的

に
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
。
今
年
度
は
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と

で
、
水
上
安
全
法
と

救
助
法
に
つ
い
て
は

事
前
に
学
校
プ
ー
ル

に
お
い
て
学
習
し
た
。

ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ

ン
グ
事
前
学
習
で
は
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
導
を
真
剣
に
聞
き
、
ボ
ン

ベ
を
装
着
後
、
水
中
散
歩
な
ど

で
楽
し
ん
だ
。

大
き
な
怪
我
や
病
気
も
な
く

予
定
通
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
進
路
指
導
セ
ン
タ
ー
」
は
、

本
年
度
で
8
年
目
を
迎
え
た
。

生
徒
は
3
年
生
ば
か
り
で
は
な

く
、
新
入
生
も
早
速
利
用
し
て

い
る
。

卒
業
生
の
受
験
状
況
を
取
り

ま
と
め
合
否
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

は
じ
め
、
各
大
学
の
情
報
収
集

や
、
教
員
へ
の
質
問
や
相
談
も

新
年
度
恒
例
の
風
景
と
な
り
つ

つ
あ
る
。

新
年
度
は
レ
イ
ア
ウ
ト
を
大

き
く
変
え
、
よ
り
生
徒
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い

る
。
令
和
5
年
度
入
試
の
成
功

は
も
と
よ
り
、
在
校
生
の
よ
り

よ
い
成
長
の
一
助
と
な
る
べ
く
、

本
年
度
も
尽
力
し
て
い
く
。

埼
玉
栄
中
学
校
第
23
回
入
学

式
が
4
月
8
日
に
行
わ
れ
、
中

学
新
入
生
1
1
1
名
が
入
学
を

許
可
さ
れ
た
。

春
の
暖
か
な
日
射
し
の
中
、

木
々
の
芽
も
ふ
く
ら
み
は
じ
め

た
佳
き
日
に
、
清
ら
か
な
風
に

包
ま
れ
な
が
ら
、
学
校
と
し
て

も
新
入
生
も
新
し
い
ス
タ
ー
ト

を
切
り
、
忘
れ
る
こ
と
の
な
い

入
学
式
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
過
去
2
度
の
入
学
式
は
規

模
を
縮
小
し
て
の
実
施
と
な
っ

た
が
、
今
回
は
3
年
ぶ
り
に
新

入
生
が
一
堂
に
会
し
て
実
施
さ

れ
、
学
校
全
体
が
祝
福
ム
ー
ド

に
包
ま
れ
た
。

生
徒
た
ち
は
緊
張
と
期
待
を

含
ま
せ
た
表
情
で
登
校
し
、
誘

導
の
教
員
に
案
内
さ
れ
な
が
ら

自
席
に
つ
い
た
。

式
が
始
ま
る
と
生
徒
た
ち
の

緊
張
感
が
一
層
高
ま
っ
て
い
く

の
が
見
て
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
式
が
進

め
ら
れ
た
。

開
式
の
辞
、
国
歌
斉
唱
に
続

き
、
校
長
先
生
に
入
学
許
可
さ

れ
、
校
長
式
辞
を
熱
心
に
聞
い

て
い
た
。
そ
の
後
、
新
入
生
を

代
表
し
て
水
島
友
香
さ
ん
（
1

組
）
が
堂
々
と
新
入
生
代
表
誓

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。
今
年

は
4
ク
ラ
ス
編
制
で
ス
タ
ー
ト

す
る
。
医
学
ク
ラ
ス
も
7
年
目

を
迎
え
、
心
身
と
も
に
健
康
な

多
く
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
、
更
に
活
気
あ
る
栄
中

学
校
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

式
終
了
後
は
各
教
室
で
、
ク

ラ
ス
担
任
と
生
徒
と
の
初
め
て

の
学
活
が
行
わ
れ
、
担
任
の
自

己
紹
介
や
学
級
経
営
方
針
に
つ

い
て
の
話
を
受
け
た
。
各
担
任

は
自
ら
の
指
導
方
針
を
熱
く
語

り
、
生
徒
も
相
槌
を
打
つ
な
ど

し
て
、
必
死
に
担
任
の
意
向
を

理
解
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
見

ら
れ
た
。
新
学
期
の
資
料
や
記

念
品
を
受
け
取
り
、
希
望
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
解
散
と

な
っ
た
。
第
23
期
生
1
1
1
名
、

輝
か
し
い
第
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
た
。

第
1
学
年

担
任
紹
介

1
組
・
医
学
・
難
関
大
ク
ラ
ス

倉
田

將
聖
（
英
語
）

2
組
・
難
関
大
ク
ラ
ス

上
村

亮
太
（
数
学
）

3
組
・
進
学
ク
ラ
ス

栗
加

秀
（
国
語
）

4
組
・
進
学
ク
ラ
ス

市
倉

隆
有
（
体
育
）

総
合
探
究
部

2
年
生
の
松
井

優
人
君
、
尾
関

駿
君
の
ペ
ア
が
、

3
月
6
日
に
東

京
証
券
取
引
所

で
行
わ
れ
た
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ

Jr.
ア
ワ
ー
ド
の

決
勝
審
査
に
出

場
し
た
。
こ
の

大
会
は
子
供
の

体
験
型
キ
ャ
リ

ア
教
育
事
業
を
推
進
し
て
い
る

㈱
バ
リ
ュ
ー
ズ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

が
主
催
す
る
、
小
学
生
・
中
学

生
対
象
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の

大
会
で
は
、
1
年
ご
と
に
テ
ー

マ
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」。
自
分
た
ち
が
住
む
街
や

世
の
中
を
よ
り
良
く
す
る
ア
イ

デ
ィ
ア
を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
い
く
。

本
校
の
松
井
優
人

君
は
「
雑
草
を
再
生

紙
に
加
え
る
こ
と
は

可
能
か
？
」、尾
関
駿

君
は
「
骨
伝
導
イ
ヤ

ホ
ン
で
視
覚
障
が
い

者
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
を
！
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成

し
、
発
表
し
た
。
会

場
全
体
に
緊
張
感
が

漂
う
な
か
で
堂
々
と

発
表
し
た
。

ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
中
に
は
、

東
京
証
券
取
引
所
で

株
価
が
表
示
さ
れ
る

電
光
掲
示
板
に
、
発

表
者
の
氏
名
と
テ
ー

マ
が
表
示
さ
れ
る
演
出
が
あ
っ

た
。今

回
は
3
位
以
内
に
入
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
堂
々
と
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
結
果
を
励
み
に
し
て
、

更
な
る
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

第
５１
回

入
学
式保健体育科３年生

海浜実習事前指導プール実習
保健体育科３年生
海浜実習事前指導プール実習

進
路
指
導

セ
ン
タ
ー
77

進進
路路
指指
導導
セセ
ンン
タタ
ーー
7777
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〒337‐0054
さいたま市見沼区

砂町2‐77
048（651）4050

〒337‐0054
さいたま市見沼区

砂町2‐77
048（667）7700

令和４年（２０２２年）５月１０日さ と え 学 園 新 聞（学校法人 佐藤栄学園）第608号（月刊）（３）

栄
東
で
の
学
び
が
花
開
く
（
下
）

栄
東
で
の
学
び
が
花
開
く
（
下
）

〜
東
京
大
学
へ
の
道
〜

〜
東
京
大
学
へ
の
道
〜

佐藤栄学園の皆様を応援します！
埼玉栄高から送迎バスで13分埼玉栄高から送迎バスで13分

埼玉県公安委員会指定

さいたま市西区二ツ宮797-1（治水橋そば）
　  0120-455-886　www.anms.co.jp

普通AT·MTの超最短スケジュールもご用意！普通AT·MTの超最短スケジュールもご用意！

清涼を届ける。
乾きをうるおす。

清涼飲料水の販売、　
自動販売機サービス

本社：〒332-0031
埼玉県川口市青木1-4-26
TEL 048-256-3905

株
式
会
社
ユ
ウ･

エ
イ
ヴ
ィ
シ
ス
テ
ム

音
響
・
映
像
・
情
報
・
通
信
シ
ス
テ
ム
の
企
画

設
計
・
施
工
・
販
売
・
保
守
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文
二

石
橋
舞
衣
子

2
月
3
日
に
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
た
私
は
、
文
科
二
類
へ
の
強

気
の
出
願
を
後
悔
し
、
コ
ロ
ナ

明
け
も
勉
強
リ
ズ
ム
を
取
り
戻

す
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
か
っ

た
た
め
、
合
格
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
と
本
気
で
落
ち
込
ん

で
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
こ
ま

で
勉
強
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ

と
が
功
を
奏
し
、
晴
れ
て
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
既

に
受
験
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
る

皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
の
は
お

こ
が
ま
し
い
で
す
が
、
日
々
の

積
み
重
ね
は
裏
切
ら
な
い
の
で

コ
ツ
コ
ツ
勉
強
を
続
け
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
受
験

の
話
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
、
高

1
・
高
2
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
実

践
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
お
伝
え

し
ま
す
。
そ
れ
は
、
国
語
の
勉

強
で
す
。
栄
東
で
は
英
数
の
強

化
に
力
を
入
れ
ま
す
が
、
国
語

は
皆
さ
ん
個
人
個
人
の
頑
張
り

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ち

な
み
に
特
に
古
文
、
漢
文
に
関

し
て
は
学
校
で
配
ら
れ
る
教
材

と
単
語
帳
を
し
っ
か
り
や
り
込

め
ば
、
必
ず
得
意
科
目
に
な
る

の
で
ラ
イ
バ
ル
と
差
を
つ
け
る

た
め
に
国
語
に
時
間
を
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
！

◇
◇
◇

理
一

並
木

勇
樹

「
東
京
大
学
に
入
る
に
は
二

次
試
験
で
6
割
取
る
だ
け
で
い

い
」
と
、
高
2
の
時
あ
る
先
生

が
言
っ
た
の
を
聞
い
て
、
東
大

受
験
の
印
象
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
各
教
科

は
ほ
ぼ
完
璧
に
な
っ
て
い
な
い

と
駄
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
得
意
科
目
を
と
こ
と
ん
伸

ば
せ
ば
十
分
に
戦
え
る
と
考
え

が
変
わ
り
、
学
習
意
欲
も
高
ま

り
ま
し
た
。
実
際
受
け
て
み
る

と
そ
う
で
し
た
し
、
現
在
東
大

受
験
を
視
野
に
入
れ
て
い
る

方
々
は
是
非
と
も
萎
縮
せ
ず
積

極
的
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
、
興
味

の
あ
る
分
野
を
徹
底
的
に
掘
り

下
げ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
得
意
分
野
に
触
れ
て

い
れ
ば
、
本
格
的
に
受
験
勉
強

を
始
め
る
頃
に
は
、
最
初
の
頃

か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど

力
が
つ
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
分
切
羽
詰
ま
っ
て
き

た
際
に
苦
手
科
目
に
手
が
回
り

ま
す
し
、
得
意
科
目
は
精
神
的

支
柱
に
も
な
り
ま
す
。
な
か
な

か
苦
手
科
目
の
実
力
が
伸
び
ず

悩
ん
で
い
る
方
は
、
得
意
科
目

に
目
を
向
け
て
頑
張
っ
て
み
る

の
も
一
策
で
し
ょ
う
。
と
に
か

く
、
気
楽
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

◇
◇
◇

理
一

彭

新
宇

東
京
大
学
理
科
一
類
に
合
格

し
、
今
は
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
僕
は
中
2
か
ら
高
2
ま

で
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
僕
の
受
験
成
功
の
ひ
け
つ

は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

午
前
に
学
校
で
勉
強
し
、
午
後

に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
で
学
ん
だ
知
識
を
固

め
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
お
か

げ
で
基
礎
基
本
が
し
っ
か
り
し
、

受
験
勉
強
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
受
験
期

に
は
毎
日
登
校
し
、
分
か
ら
な

い
問
題
を
全
て
先
生
に
聞
き
ま

し
た
。
先
生
だ
け
で
な
く
数
学

や
化
学
は
そ
れ
が
得
意
な
友
人

に
も
聞
き
ま
く
り
ま
し
た
。
分

か
ら
な
い
問
題
に
で
あ
っ
た
ら

あ
ま
り
時
間
を
か
け
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
解
説
を

読
ん
で
も
分
か
ら
な
い
問
題
は

本
番
で
で
な
い
こ
と
を
祈
っ
て

諦
め
ま
し
ょ
う
。
限
ら
れ
た
時

間
内
で
演
習
量
で
周
り
の
受
験

生
に
差
を
つ
け
る
の
が
大
事
で

す
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
◇
◇

文
二

松
川

塑

私
が
東
大
に
合
格
し
て
最
初

に
思
っ
た
こ
と
は
周
り
の
人
へ

の
感
謝
で
し
た
。
毎
朝
早
く
に

家
を
出
て
夜
遅
く
に
帰
る
自
分

に
生
活
を
合
わ
せ
て
く
れ
た
家

族
。
勉
強
や
生
活
の
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
、
精
力
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
先
生
方
。

ラ
イ
バ
ル
と
し
て
切
磋
琢
磨
し

つ
つ
も
と
も
に
受
験
を
乗
り
越

え
た
友
達
。
な
か
で
も
Ｓ
Ｃ
Ｃ

で
は
学
校
の
授
業
後
す
ぐ
に
授

業
が
始
ま
り
、
授
業
後
に
も
復

習
、
自
習
の
時
間
が
あ
っ
た
た

め
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。後

輩
た
ち
へ
。
受
験
は
と
て

も
辛
い
で
す
が
、
周
り
の
人
と

助
け
合
い
、
信
頼
で
き
る
先
生

を
一
人
で
も
い
い
か
ら
作
り
、

一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
く

だ
さ
い
。

令
和
3
年
度
全
国
高
等
学
校

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
抜
大
会
が
令

和
4
年
3
月
26
日
〜
28
日
に
静

岡
県
掛
川
市
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
男
子
は
1
年
2
組
渡
辺
颯

真
く
ん
（
現
2
年
10
組
）、
女

子
は
2
年
4
組
渡
邉
陽
奈
さ
ん

（
現
3
年
3
組
）、
1
年
1
組

中
野
琴
和
さ
ん（
現
2
年
1
組
）

の
計
3
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

予
選
で
は
強
い
風
に
悩
ま
さ

れ
な
が
ら
も
3
人
と
も
今
ま
で

の
練
習
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま

し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
さ

ら
に
風
が
強
ま
り
難
し
い
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
そ
の
中

で
渡
辺
く
ん
は
準
々
決
勝
に
進

出
し
惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た

が
第
5
位
に
入
賞
と
い
う
結
果

を
獲
得
し
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
は
な
か
な
か
満

足
に
練
習
で
き
な
い
状
況
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
も

負
け
ず
に
気
持
ち
を
前
向
き
に

そ
し
て
ひ
た
む
き
に
努
力
し
た

1
年
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
目

標
の
達
成
が
で
き
た
の
も
、
部

員
の
努
力
と
と
も
に
日
頃
か
ら

多
く
の
ご
声
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
ご
声
援
を
い
た

だ
い
た
多
く
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
、
令
和
4
年
度
は
さ
ら

に
良
い
結
果
を
出
し
て
い
け
る

よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
応
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

新
入
生
た
ち
が
学
校
生
活
を

ス
ム
ー
ズ
に
踏
み
出
せ
る
よ
う

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
4
月

11
日
か
ら
約
1
週
間
、
実
施
さ

れ
た
。

ま
ず
は
、
広
い
校
内
を
探
検
。

体
育
館
へ
の
行
き
方
か
ら
、
職

員
室
や
保
健
室
、
ゼ
ミ
室
な
ど

の
場
所
を
確
認
し
た
。

教
室
で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
勉
強
方
法
、
使
用
テ
キ
ス
ト

の
説
明
な
ど
が
あ
り
、
新
入
生

た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
メ
モ
を

と
っ
て
い
た
。

ま
た
、
部
活
動
紹
介
が
あ
り
、

吹
奏
楽
、
チ
ア
ダ
ン
ス
、
野
球
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
水
泳
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
運
動
系
と
、
鉄
道

研
究
、
理
科
研
究
、
ク
イ
ズ
研

究
、
コ
ー
ラ
ス
、
箏
曲
な
ど
の

文
化
系
の
ク
ラ
ブ
が
活
動
内
容

を
紹
介
し
た
。

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
の
ア

ピ
ー
ル
や
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

の
技
を
披
露
し
た
り
、
実
際
に

楽
器
な
ど
を
演
奏
し
た
り
と
、

各
部
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら

し
た
内
容
で
、
新
入
生
は
ど
の

部
活
も
興
味
深
く
見
入
っ
て
い

た
。

新
た
に
栄
東
生
と
な
っ
た
中

学
第
29
期
生
、
高
校
第
43
期
生

の
入
学
式
が
4
月
9
日
、
午
前

と
午
後
に
分
散
し
て
体
育
館
で

実
施
さ
れ
た
。

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
、
桜

の
ま
だ
残
る
穏
や
か
な
朝
、
新

入
生
た
ち
は
保
護
者
と
一
緒
に

入
学
式
看
板
前
で
記
念
撮
影
。

受
付
で
校
章
を
新
た
に
制
服
に

つ
け
る
な
ど
し
て
式
に
臨
ん
だ
。

新
入
生
誓
い
の
言
葉
で
は
、

中
学
生
代
表
は
関
口
壮
一
郎
さ

ん
、
高
校
生
代
表
は
内
藤
ま
な

み
さ
ん
が
新
た
に
始
ま
る
学
校

生
活
の
抱
負
と
決
意
を
述
べ
、

最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
の
で

校
歌
を
静
聴
し
た
。

校
長
式
辞
で
は
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
や

世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る
う
新
型

コ
ロ
ナ
の
問
題
を
踏
ま
え
て
、

自
分
を
犠
牲
に
し
て
で
も
他
人

の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
が
で
き

る
人
間
に
な
れ
る
か
、
常
に
自

分
の
身
を
現
場
に
お
い
て
、
現

場
の
人
々
と
苦
難
を
と
も
に
で

き
る
か
、
犠
牲
的
精
神
と
勤
勉

さ
を
も
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
と
い
う
と
て
も
重
要
な
こ

と
を
、
私
た
ち
は
心
に
置
い
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
価

値
観
が
大
き
く
変
化
す
る
世
の

中
で
、
ど
ん
な
環
境
に
あ
っ
て

も
、
今
、
置
か
れ
た
状
況
を
冷

静
に
判
断
し
、
知
恵
や
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
自
分
で
考
え

判
断
し
前
進
し
て
い
け
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。

最
後
に
「
新
入
生
に
告
ぐ
」

と
い
う
詩
を
朗
読
。
愚
直
に
徹

し
て
文
武
両
道
を
志
し
て
ほ
し

い
と
新
入
生
た
ち
を

鼓
舞
し
た
。

中
1
・
中
2
チ
ー
ム
が
3
月

13
日
に
群
馬
県
藤
岡
市
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
「
関
東
ヴ
ォ
ー
カ

ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
出
場
し
、
銀
賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
3
月

18
日
に
福
島
県
で
の
「
声
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国

大
会
」
へ
も
出
場
予
定
で
し
た

が
、
3
月
16
日
の
福
島
沖
地
震

の
た
め
、
大
会
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
大
会
中
止
は
残
念
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
た
次
年

度
に
向
け
て
部
員
一
丸
と
な
っ

て
精
進
い
た
し
ま
す
。
今
後
と

も
、
コ
ー
ラ
ス
部
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
の
福
島
沖
地
震

に
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
部

員
一
同
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

コーラス部

入
学
式

新
入
生

関東ヴォーカルアンサンブル
コンテスト銀賞‼

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

群馬県へ

よ
う
こ
そ
‼

栄
東
へ

よ
う
こ
そ
‼

栄
東
へ

静
岡
県
へ

全
国
選
抜
大
会

男
子
個
人
第
5
位
入
賞
‼

中
学
・
高
校
の
入
学
式
は
分
散
実
施

中
学
・
高
校
の
入
学
式
は
分
散
実
施
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〒347‐8502
加須市花崎
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〒362‐0806
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有
限
会
社

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
東
大
宮
四
│
二
一
│
二

電　

話  

〇
四
八
│
六
六
六
│
一
八
四
三

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
八
│
六
六
六
│
一
八
四
七

ヤ
マ
ザ
キ
ス
ポ
ー
ツ

電
気
設
備　

設
計
・
施
工

さ
い
た
ま
市
西
区
宮
前
町
五
一
四
番
地

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
八
・
六
二
三
・
三
四
八
五

藤
野
電
気
株
式
会
社

火
災
報
知
設
備
・
消
火
設
備
・
テ
レ
ビ
共
聴
設
備

　

防
犯
設
備
、
製
造
、
販
売
、
施
工
、
保
守

北
関
東
支
社　

さ
い
た
ま
市
北
区
奈
良
町
四
八

三

T
E
L　

〇
四
八

六
六
五

二
〇
五
七

コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
グ
ル
ー
プ

Ｆ
Ｖ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
は

自
動
販
売
機
運
営
事
業
／
オ
フ
ィ
ス
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
／

Ｏ
Ｅ
Ｍ
事
業
等
全
て
の
事
業
資
産
を
通
じ
て
、

お
客
様
に
フ
ル
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
価
値
を
提
供
で
き
る
会
社
で
す
。

新
１
年
生
i
P
a
d
活
用

遠足遠足
2・3年生

楽しいクラスメイトと　
最高の一日

楽しいクラスメイトと　
最高の一日

１
年
生　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿

第 41 回
 入学式・対面式
第 41 回

 入学式・対面式

第23回　入学式第23回　入学式
544名の新たな一歩544名の新たな一歩

大
学
合
格
体
験
記

普
通
科
・
食
育
実
践
科
1
年

生
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合

宿
が
4
月
11
日
〜
15
日
、
福
島

県
南
会
津
で
行
わ
れ
た
。

生
徒
は
、
学
校
の
ル
ー
ル
か

ら
学
習
の
方
法
に
い
た
る
ま
で
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
な

が
ら
楽
し
く
学
ん
だ
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
で
あ
る
前
沢
曲
家
集
落
散

策
で
は
、
大
自
然
と
そ
こ
に
生

き
る
人
々
の
力
強
さ
を
間
近
で

見
学
し
な
が
ら
、
ガ
イ
ド
か
ら

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

生
徒
は
、
事
前
に
配

付
さ
れ
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

を
活
用
し
な
が
ら
、

学
ん
だ
内
容
を
メ
モ

し
た
り
、
写
真
を

撮
っ
た
り
し
て
、
見

学
を
終
え
た
後
の
レ

ポ
ー
ト
作
成
時
に
役

立
て
て
い
た
。

今
回
の
合
宿
を
通

し
て
、
教
員
・
生
徒

間
の
交
流
を
深
め
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
41
回
入
学
式
が
4
月
6
日
、

本
校
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
た
。

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
3

年
ぶ
り
に
体
育
館
で
の
開
催
と

な
っ
た
。
6
0
6
名
の
新
入
生

が
田
中
一
夫
校
長
か
ら
入
学
を

許
可
さ
れ
た
。

田
中
校
長
は
式
辞
で
「
自
立

と
は
自
ら
考
え
、
自
ら
判
断
で

き
る
と
い
う
こ
と
。
何
事
に
も

意
欲
的
に
取
り
組
み
、
高
校
時

代
に
あ
ら
ゆ
る
基
礎
を
作
っ
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
こ
の
学
校
で

の
3
年
間
は
最
高
に
輝
い
た
時

代
だ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
、
目

標
に
向
か
っ
て
力
強
く
生
き
て

欲
し
い
」
と
話
さ
れ
た
。そ

の
後
、

新
入
生
を

代
表
し
て

普
2
組
佐

藤
和
奏
さ
ん
が
「
建
学
の
精
神

『
人
間
是
宝
』、
校
訓
『
今
日

学
べ
』
の
教
え
の
も
と
、
敬
愛

と
感
謝
の
心
を
持
っ
て
、
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
一
生

懸
命
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
達
成
に
向
け
て
自
分
を
磨

い
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

ま
た
、
生
徒
会
主
催
の
対
面

式
が
4
月
7
日
、
本
校
講
義
室

か
ら
放
送
に
て
行
わ
れ
た
。
生

徒
会
長
の
小
畑
大
地
さ
ん
か
ら

「
新
一
年
生
の
皆
さ
ん
の
活
躍

を
期
待
し
ま
す
」
と
新
入
生
を

歓
迎
す
る
挨
拶
が
あ
り
、
こ
れ

に
新
入
生
代
表
の
佐
藤
和
奏
さ

ん
が
「
先
輩
に
恥
じ
る
こ
と
が

無
い
よ
う
、
自
立
し
た
生
活
を

心
掛
け
て
い
き
ま
す
」
と
応
え

た
。

授
業
で
使
用
す
る
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

が
4
月
9
日
の
放
課
後
に
、
新

入
生
に
配
付
さ
れ
た
。
こ
れ
は

文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
準
拠
し

つ
つ
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
び

と
深
い
学
習
を
実
現
す
る
た
め

導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
最
新
第
9

世
代
64
Ｇ
モ
デ
ル
の
セ
ル
ラ
ー

版
で
あ
る
。
今
後
自
宅
で
学
習

し
て
い
て
も
、
通
信
状
況
が
ど

う
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
の
学
び

が
止
ま
る
こ
と
は
な

い
。生

徒
た
ち
は

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿

に
さ
っ
そ
く
持
参
。

G
oog
le
C
lassroom

や

M
etam

ojiC
lassroom

な
ど
の
授
業
に
必
要
な
ア
プ
リ

の
使
い
方
を
学
習
。
基
本
的
な

使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
し
た
と
こ

ろ
で
、
会
津
で
有
名
な
前
沢
曲

家
集
落
を
見
学
。
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で

情
報
を
収
集
し
た
り
、
集
落
の

様
子
を
写
真
に
撮
っ
た
り
、
学

校
に
戻
っ
て
か
ら
提
出
す
る
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
た
り
、

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
さ
っ
そ
く
大
活
躍

で
あ
っ
た
。

普
通
科
・
食
育
実
践
科
2
・

3
年
生
の
遠
足
が
4
月
12
日
山

梨
県
富
士
吉
田
市
に
あ
る
富
士

急
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。

園
内
で
い
き
い
き
と
働
く
従

業
員
の
行
動
に
触
れ
る
こ
と
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

で
あ
る
「
挨
拶
」
や
「
笑
顔
」

の
大
切
さ
を
学
ぶ
と
同
時
に
、

働
く
こ
と
の
楽
し
さ
や
意
味
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

あ
る
。

園
内
で
の
グ
ル
ー
プ
活
動
で

は
事
前
の
計
画
、
当
日
の
役
割

分
担
な
ど
グ
ル
ー
プ
で
行
動
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
学
ん

だ
。ま

た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

体
験
や
、
施
設
の
見
学
を
通
し

て
、
班
行
動
で
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。

園
内
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

教
員
・
生
徒
間
の
心
の
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
沢
山
の
写

真
や
動
画
を
撮
り
、
そ
れ
ぞ
れ

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
で
は
初
め
て
の

校
外
学
習
で
あ
り
、
生
徒
同
士

の
親
交
を
深
め
、
多
様
な
学
び

を
得
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

新
入
生
5
4
4
名
を
迎
え
、

4
月
7
日
、
第
23
回
入
学
式
が
、

感
染
対
策
が
徹
底
さ
れ
た
体
育

館
に
て
行
わ
れ
た
。
式
の
時
間

は
短
縮
さ
れ
た
も
の
の
厳
粛
な

雰
囲
気
の
下
、
滞
り
な
く
挙
行

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
賓
や

各
家
庭
1
名
の
保
護
者
が
見
守

る
中
、
新
入
生
は
担
任
の
呼
名

に
そ
の
場
で
起
立

し
、
第
23
期
生
と

し
て
入
学
を
許
可

さ
れ
た
。

小
暮
優
治
校
長

は
式
辞
で
「
私
た

ち
人
間
は
他
の
人

を
通
し
て
の
み
人

間
と
し
て
存
在
し
、

他
の
人
の
お
か
げ

で
何
か
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
が
あ
る
の
は
皆
さ

ん
の
頑
張
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た

多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
あ
る
。

初
心
を
忘
れ
ず
謙
虚
な
気
持
ち

で
、
今
、
目
の
前
に
あ
る
課
題

を
着
実
に
こ
な
し
、
今
日
と
い

う
日
を
大
切
に
し
て
高
校
生
活

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
述

べ
た
。

「
新
入
生
誓
い
の
言
葉
」
で

は
2
組
の
根
井
美
結
さ
ん
が
、

一
生
の
宝
と
な
る
多
く
の
友
を

作
り
、
切
磋
琢
磨
し
て
学
力
と

人
間
性
を
磨
く
こ
と
を
誓
っ
た
。

早
稲
田
大
学

人
間
科
学
部

明
治
大
学

文
学
部

3
年
1
組

井
口

芽
吹

1
・
2
年
生
の
頃
の
私
は
、

受
験
の
こ
と
な
ど
全
く
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め

勉
強
は
み
ん
な
よ
り
も
後
れ
を

と
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
3

年
生
に
な
り
、
周
り
が
受
験
勉

強
に
本
気
に
な
っ
て
い
き
、
テ

ス
ト
の
得
点
を
比
べ
合
う
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
は
じ
め

は
自
分
の
得
点
が
低
く
劣
等
感

を
抱
い
て
し
ま
い
、
比
べ
合
う

の
が
辛
か
っ
た
で
す
。
で
も
、

友
達
と
の
切
磋
琢
磨
が
な
け
れ

ば
私
は
こ
の
大
学
に
合
格
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
受

験
勉
強
に
取
り
組
む
人
は
辛
い

と
思
っ
て
も
自
分
が
本
気
で
勉

強
に
取
り
組
ん
で
い
る
証
拠
だ

と
思
っ
て
、
諦
め
ず
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
勉
強
が
で
き
な

か
っ
た
私
で
も
合
格
で
き
ま
し

た
。Ican

change!Y
ou
can

change!
Everybody

can
change!

埼
玉
大
学

経
済
学
部

立
教
大
学

文
学
部

3
年
1
組

岩
井

叶
枝

私
は
Ｋ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
憧
れ
て
ダ

ン
ス
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
当

時
は
体
力
が
な
か
っ
た
た
め
、

家
に
帰
る
と
す
ぐ
に
寝
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

数
学
の
小
テ
ス
ト
の
た
め
に
部

活
の
練
習
を
疎
か
に
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
家
で
過
ご
す
時

間
が
増
え
、
自
分
自
身
を
見
つ

め
直
し
て
部
活
と
勉
強
の
両
立

を
図
り
ま
し
た
。
対
面
授
業
に

な
る
と
部
活
終
了
後
に
学
校
に

残
っ
て
勉
強
を
し
ま
し
た
。
部

活
を
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
担
任
の
野

口
先
生
や
顧
問
の
大
島
先
生
の

ア
ド
バ
イ
ス
で
、
最
後
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引

退
後
は
起
き
て
い
る
時
間
す
べ

て
を
勉
強
に
費
や
し
ま
し
た
。

楽
し
む
と
き
は
全
力
で
楽
し
ん

だ
方
が
勉
強
に
集
中
で
き
ま
す
。

最
後
ま
で
く
じ
け
ず
に
前
進
し

て
く
だ
さ
い
。

早
稲
田
大
学

ス
ポ
ー
ツ
科
学

部明
治
大
学

商
学
部

3
年
1
組

田
中

凜

私
は
エ
ア
・
ラ
イ
フ
ル
部
に

所
属
し
、
3
年
生
の
夏
も
全
国

大
会
に
出
場
し
た
た
め
、
本
格

的
に
受
験
勉
強
を
開
始
し
た
の

は
、
部
活
動
を
引
退
し
た
8
月

半
ば
頃
で
し
た
。
学
習
の
遅
れ

を
夏
休
み
か
ら
取
り
戻
す
の
は

大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
1
年

次
か
ら
英
検
の
学
習
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
通
学
時
間
も
必
ず

勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
が
救
い
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
引
退
後
も
病
院
と
接
骨
院

に
定
期
的
に
通
っ
て
い
た
の
で
、

周
り
よ
り
も
さ
ら
に
時
間
が
少

な
い
気
が
し
て
と
て
も
焦
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
最
後
ま

で
や
り
き
っ
た
部
活
動
で
の
経

験
を
武
器
に
戦
お
う
と
決
め
ま

し
た
。

私
は
、
自
分
に
合
っ
た
勉
強

方
法
を
最
後
ま
で
試
行
錯
誤
し

ま
し
た
。
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ

ラ
ー
の
繰
り
返
し
で
良
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
早

め
に
始
め
て
お
く
と
さ
ら
に
良

い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
と
思
い

ま
し
た
。
最
初
は
少
し
危
機
感

を
持
っ
て
、
最
後
は
十
分
な
自

信
を
持
っ
て
や
り
き
れ
る
と
思

い
ま
す
。
自
分
に
限
界
を
決
め

ず
、
可
能
性
を
信
じ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま

す
。

北
海
道
大
学

水
産
学
部

東
京
理
科
大
学

工
学
部

3
年
2
組

鳴
澤

亮
成

私
は
、
高
2
の
冬
か
ら
す
べ

て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
動
画
ア
プ
リ
を

消
し
、
テ
レ
ビ
を
見
な
い
生
活

を
し
ま
し
た
。
時
間
短
縮
の
た

め
、
入
浴
を
シ
ャ
ワ
ー
で
済
ま

せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
睡
眠
は
時
間
が
あ
る
限

り
、
し
っ
か
り
と
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
受
験
勉
強
を
本
格
的

に
始
め
た
高
2
の
冬
ま
で
に
、

英
単
語
と
英
文
法
、
古
文
単
語

は
ほ
ぼ
覚
え
て
お
き
ま
し
た
。

数
学
は
、
受
験
直
前
ま
で
青

チ
ャ
ー
ト
を
繰
り
返
し
や
り
ま

し
た
。

基
本
的
に
は
学
校
で
勉
強
を

し
、
家
で
は
何
も
し
な
い
と
割

り
切
っ
て
い
た
の
で
、
気
持
ち

は
楽
で
し
た
。
受
験
本
番
が
近

づ
く
に
つ
れ
て
、
共
に
勉
強
す

る
友
人
と
先
生
方
の
存
在
が
本

当
に
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
う
し
た
人
た
ち
を
信
じ
て
、

頼
っ
て
勉
強
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

立
教
大
学

文
学
部

法
政
大
学

人
間
環
境
学
部

3
年
4
組

岩
永

陸

1
年
生
の
夏
休
み
に
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
立
教
大
学
に

行
っ
て
以
来
第
一
志
望
に
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
1
・
2

年
生
の
時
は
、
受
験
は
ま
だ
ま

だ
先
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
特

に
何
も
せ
ず
部
活
や
遊
ん
で
ば

か
り
で
し
た
。
2
年
生
の
3
学

期
に
な
っ
て
一
緒
に
下
校
し
て

い
た
友
達
が
放
課
後
残
っ
て
勉

強
を
始
め
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

私
も
受
験
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

先
生
方
や
色
々
な
人
の
話
を
聞

き
、
多
く
の
勉
強
方
法
を
試
し

自
分
に
合
う
も
の
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
成
績
が

上
が
り
ま
し
た
。
成
績
が
上
が

る
と
や
る
気
も
上
が
り
、
順
調

に
受
験
勉
強
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
や
る
気
が
出
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
休

日
も
毎
日
登
校
し
、
無
理
矢
理

勉
強
す
る
環
境
に
身
を
置
く
こ

と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

東
京
理
科
大
学

理
工
学
部

富
山
大
学

理
学
部

3
年
6
組

髙
栁

翔
太

私
は
2
年
次
に
志
望
校
を
決

め
て
か
ら
は
、
ほ
ぼ
毎
日
学
校

に
残
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

3
年
生
に
な
る
と
早
め
に
志
望

校
の
過
去
問
に
触
れ
て
、
当
時

の
自
分
と
志
望
校
と
の
差
を
実

感
し
ま
し
た
が
、
落
ち
込
ん
で

い
る
暇
は
な
い
と
考
え
、
更
に

勉
強
に
励
み
ま
し
た
。
模
擬
試

験
で
あ
ま
り
良
い
判
定
が
出
な

い
状
態
だ
っ
た
の
で
、
試
験
本

番
が
近
づ
く
と
緊
張
と
不
安
で

体
調
が
良
く
な
い
日
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
は
今
ま
で

や
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し

な
が
ら
「
受
か
る
」
と
自
分
に

言
い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。
受

験
は
自
分
を
信
じ
て
く
だ
さ
い
。

直
前
の
模
試
が
良
く
な
く
て
も

戦
意
喪
失
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

当
日
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
て
も

動
揺
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
私

は
東
京
理
科
大
の
入
試
日
に
駅

で
迷
い
、
電
車
で
酔
い
ま
し
た
。

最
後
ま
で
諦
め
な
い
で
く
だ
さ

い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

水
廻
り
の
緊
急
修
繕

二
四
時
間
対
応

㈱
深
井
設
備
工
事
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第
20
回
入

学
式
が
4
月

9
日
、
保
護

者
が
見
守
る

中
、
体
育
館

で
行
わ
れ
、

新
入
生
79
名

が
新
し
い
学

校
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

子
ど
も
た

ち
は
、
登
校

す
る
と
担
任

の
先
生
の
案

内
で
教
室
に

移
動
し
ま
し

た
。
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み

緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、

し
っ
か
り
と
説
明
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。

式
典
の
事
前
の
練
習
に
は
集

中
し
た
様
子
で
取
り
組
み
、
一

生
懸
命
に
返
事
や
礼
の
練
習
を

し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
拍
手
の
中
、
体

育
館
へ
入
場
し
た
新
入
生
。「
入

学
許
可
」
で
は
担
任
の
先
生
に

名
前
を
呼
ば
れ
て
、
元
気
の
良

い
声
で
返
事
、
礼
を
し
て
小
野

田
校
長
よ
り
入
学
の
許
可
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、「
校
長
式

辞
」
で
は
、
小
野
田
校
長
か
ら

の
お
話
を
熱
心
に
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
式
典
に
臨
む
子

ど
も
た
ち
の
態
度
は
大
変
立
派

で
し
た
。

「
児
童
代
表
歓
迎
の
こ
と

ば
」
で
は
、
児
童
会
長
の
安
江

愛
登
君
が
在
校
生
代
表
と
し
て

歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
各
教
室
で
担

任
の
先
生
か
ら
自
己
紹
介
や
学

校
生
活
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞

き
、
学
校
生
活
の
第
一
歩
を
無

事
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
帰
る
頃
に
は
緊
張
か
ら
解

放
さ
れ
た
様
子
で
、
こ
れ
か
ら

の
学
校
生
活
へ
の
期
待
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

1
年
生
を
迎
え
る
会
を
4
月

12
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
感
染

対
策
の
観
点
か
ら
、
体
育
館
に

は
1
、
2
、
6
年
生
が
参
加
し
、

3
、
4
、
5
年
生
は
教
室
か
ら

リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
日
が
登
校
三
日
目

の
新
入
生
は
、
ま
だ
ま
だ
緊
張

し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
ア
ー

チ
の
中
を
拍
手
で
迎
え
ら
れ
る

と
嬉
し
そ
う
に
6
年
生
と
入
場

し
ま
し
た
。
児
童
会
役
員
の
司

会
・
進
行
に
よ
り
会
は
進
み
、

一
年
間
の
行
事
を
ス
ラ
イ
ド
で

紹
介
す
る
場
面
で
は
、
一
つ
ひ

と
つ
の
行
事
を
楽
し
み
に
し
、

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
観
て
い
ま

し
た
。
終
わ
り
の
言
葉
で
は
2

年
生
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
あ
り
、
退
場
す
る
際
は
2
年

生
と
一
緒
に
教
室
ま
で
移
動
し

ま
し
た
。

様
々
な
活
動
が
初
め
て
の
1

年
生
。
す
で
に
朝
の
準
備
や
給

食
な
ど
、
6
年
生
を
中
心
に
上

級
生
が
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
生
活
科
や
英
語
の

授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
な
ど
、

様
々
な
活
動
で
上
級
生
が
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

1
年
生
が
安
心
し
て
楽
し
く
学

校
生
活
が
送
れ
る
こ
と
が
第
一

で
す
。
改
め
ま
し
て
、
新
入
生

の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

1
年
生
が
本
校
ビ
オ
ト
ー
プ

内
に
記
念
樹
を
植
え
る
、
雄
飛

の
集
い
（
植
樹
祭
）
が
4
月
13

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

記
念
樹
は
、「
栗
の
木
」
で
す
。

快
晴
の
中
、
ま
ず
は
小
野
田

校
長
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
代
表
児
童
が
小
野

田
校
長
と
一
緒
に
、「
大
き
く

な
あ
れ
」
の
掛
け
声
で
土
や
り

を
し
、
小
出
学
年
主
任
と
水
や

り
を
し
ま
し
た
。

会
が
終
わ
る
と
二
人
ず
つ
、

全
員
が
記
念
樹
に
土
や
り
を
し

ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
心
を

込
め
て
土
や
り
を
し
ま
し
た
。

行
事
が
終
わ
っ
た
後
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
、「
み
ん
な
で

『
大
き
く
な
あ
れ
』
と
応
援
し

た
の
が
楽
し
か
っ
た
。」「
土
や

り
を
し
た
と
き
『
楽
し
み
だ

な
』
と
思
っ
た
。」「
水
や
り
が

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」
と
初

め
て
の
行
事
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
木
が
大
き
く

な
っ
て
く
れ
る
の
が
楽
し

み
。」「
秋
に
は
収
穫
で
き
る
と

い
い
な
。」「
ま
た
水
や
り
を
し

た
い
。」「
栗
の
木
が
綺
麗
な
お

花
を
咲
か
せ
て
、
大
き
な
木
に

な
っ
て
欲
し
い
。」な
ど
、
こ
れ

か
ら
の
木
の
成
長
を
楽
し
み
に

す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

植
樹
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

栗
の
木
と
共
に
大
き
な
根
を
は

り
、
真
っ
直
ぐ
に
成
長
し
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

い
し
だ

ゆ

い

○
4
年
1
組

石
田

結
衣

わ
た
し
は
、
医
者
に
な
り
た
い
で
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
病
気
の
人
を
治
し
て

あ
げ
た
い
か
ら
で
す
。

お
お
す
な

い
つ
き

○
4
年
2
組

大
砂

樹
生

わ
た
し
は
、
医
者
に
な
り
た
い
で
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
父
が
医
者
を
や
っ
て
い
る
か
ら
跡
を
継
ぎ

た
い
で
す
。

お
お
た

り
ん
な

○
4
年
3
組

大
田

鈴
菜

わ
た
し
は
、
さ
と
え
学
園
の
先
生
に
な
り
た
い
で

す
。
先
生
に
な
っ
て
、
み
ん
な
に
勉
強
を
教
え
た
り
、

黒
板
に
字
を
書
い
た
り
し
て
み
た
い
で
す
。

お
お
た
き

た
い
が

○
4
年
2
組

大
瀧

太
凱

ぼ
く
は
製
薬
開
発
技
術
者
に
な
り
た
い
で
す
。
な

ぜ
な
ら
製
薬
開
発
技
術
者
に
な
っ
て
治
ら
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
病
気
を
治
す
薬
を
作
り
た
い
か
ら
で
す
。

お
お
つ
か

ゆ
う
す
け

○
4
年
2
組

大
塚

勇
佑

ぼ
く
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
り
た
い
で
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
で
き
る
発
明
品
を

作
り
た
い
か
ら
で
す
。

お
お
は
ら

か
な
で

○
4
年
3
組

大
原

奏

わ
た
し
は
、
獣
医
に
な
り
た
い
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
動

物
を
あ
ま
り
死
な
せ
な
い
で
長
生
き
し
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

お
が
た

ゆ
う
き

○
4
年
1
組

小
片

悠
暉

ぼ
く
は
、
発
明
家
に
な
り
た
い
で
す
。
発
明
家
に
な
っ
て
、
ド

ラ
え
も
ん
や
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
を
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

第
65
回
入
学
式
を
4
月
10
日

に
実
施
し
新
入
生
2
5
5
名
を

迎
え
た
。
感
染
防
止
の
た
め
来

賓
の
方
々
に
は
参
加
を
ご
遠
慮

い
た
だ
き
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
保
ち
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
た
上
で
の
実
施
と

な
っ
た
。

新
井
和
徳
校
長
が
「
新
し
い

学
友
と
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
自

ら
の
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を

述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一

級
自
動
車
整
備
科
に
入
学
し
た

井
上
翔
太
君
が
新
入
生
誓
い
の

言
葉
を
読
み
上
げ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
の
入
学

と
な
っ
た
が
、
新
入
生
は
希
望

に
満
ち
た
表
情
で
あ
り
、
専
門

知
識
・
技
術
を
学
べ
る
喜
び
を

表
し
て
い
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ク
ラ
ブ
が

活
動
を
開
始
し
た
。
校
内
で
の

活
動
に
加
え
、
校
外
で
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
知
識

を
増
や
し
な
が
ら
外
部
の
人
と

交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。
今
回
は
4
月

24
日
、
ア
リ
オ
上
尾
で
行
わ
れ

た
「
第
1
回
昭
和
平
成
な
つ
か

し
オ
ー
ル
ド
カ
ー
展
示
会
」
に

本
校
の
ト
ヨ
タ
セ
リ
カ
リ
フ
ト

バ
ッ
ク
と
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー

を
展
示
し
た
。

展
示
は
午
前
10
時
か
ら
始
ま

り
3
0
0
台
を
超
え
る
車
両
が

集
結
。
多
く
の
来
場
者
が
懐
か

し
い
車
両
を
楽
し
ん
で
い
た
。

学
生
達
は
来
場
者
に
車
両
の
説

明
を
通
し
て
交
流
を
持
っ
て
新

し
い
知
識
を
得
て
い
た
。
ま
た

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
は
子
供
が

乗
っ
て
写
真
が
撮
れ
る
よ
う
に

準
備
し
学
生
達
は
子
供
に
呼
び

掛
け
撮
影
を
手
伝
い
喜
ん
で

貰
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

で
準
備
か
ら
説
明
・
片
付
け
と

積
極
的
に
活
動
し
、
併
せ
て
知

識
と
経
験
を
得
る
こ
と
で
校
内

で
は
学
べ
な
い
貴
重
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。

令
和
4
年
度
の
対
面
式
が
4

月
15
日
、
実
施
さ
れ
た
。
一
・

二
級
自
動
車
整
備
科
1
年
生

1
9
9
名
の
代
表
と
し
て
井
上

翔
太
君
が
新
入
生
の
言
葉
を
述

べ
る
と
、
一
級
自
動
車
整
備
科

4
年
生
の
佐
久
間
陸
斗
君
が
在

校
生
代
表
と
し
て
歓
迎
の
言
葉

を
返
し
た
。
式
終
了
後
に
整
友

会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
説
明
、

4
年
生
か
ら
実
習
時
の
点
呼
の

実
演
が
あ
り
、
本
格
的
な
学
校

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
準
備

が
整
っ
た
。

3
号
棟
講
義
室
に
て
4
月
14

日
、
13
人
の
新
入
寮
生
を
歓
迎

し
、
入
寮
の
集
い
が
行
わ
れ
た
。

新
井
校
長
か
ら
「
初
め
て
の

一
人
暮
ら
し
で
大
変
な
こ
と
が

多
い
と
思
う
。
全
員
で
協
力
し

て
生
活
を
送
っ
て

ほ
し
い
。
寮
の
周

り
の
美
化
に
努
め
、

皆
が
住
み
や
す
い

学
生
寮
に
し
て

い
っ
て
も
ら
い
た

い
。」
と
の
話
が

あ
っ
た
。

続
い
て
寮
生
同

士
、
出
身
地
や
趣

味
な
ど
自
己
紹
介

を
行
い
、
親
睦
を

深
め
る
き
っ
か
け

を
得
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
。

オープンキャンパス
安定した未来のために
整備士の国家資格を
取りませんか？

申し込みはこちらから↓
＊公開授業
5月15日（日）

＊オープンキャンパス
5月22日（日）

○系列校特待制度あります。
○資格取得と大学卒業の課程もあり
○就職率100％で将来が安心

文
具
・
事
務
用
品
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
オ
フ
ィ
ス
家
具
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〒331‐0802
さいたま市北区
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公
益
財
団
法
人

〒347‐8504
加須市水深
大立野2000番地

0480（66）2100

〒347‐0022
加須市水深

大立野 2067
0480（66）3806

（６）第608号（月刊）さ と え 学 園 新 聞（学校法人 佐藤栄学園）令和４年（２０２２年）５月１０日

（測量・設計・補償・登記）

本社　埼玉県さいたま市西区三橋6丁目152番地2　
　　〒331-0052　　　　電話 048-624-4135（代表）　
 FAX 048-624-3555
久喜営業所　埼玉県久喜市東5丁目5番18-405
　　〒346-0016　　　　電話 048-044-8912
 FAX 048-044-9918

ご婚礼
　ご宴会
TEL 048（643）1234  https://www.shimizuen.co.jp

第
11
回
「
庭
園
の
樹
木
」

プ
レ
イ
バ
ッ
ク
！

〜
20
周
年
の
歩
み
〜

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
令
和
2
年
度
か
ら

2
年
間
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
式
と

対
面
式
授
業
を
併
用
し
て
の
授

業
を
行
っ
て
き
た
が
、
4
月
8

日
か
ら
は
、
3
年
ぶ
り
に
対
面

式
の
み
で
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
に
努
め
、
講
義
室
で

の
対
面
授
業
を
実
施
、
体
育
館

や
グ
ラ
ン
ド
で
は
実
技
の
授
業

を
行
っ
て
い
る
。

令
和
2
年
度
か
ら
休
業
し
て

い
た
コ
ン
ビ
ニ
も
、
今
年
度
か

ら
営
業
を
再
開
し
、
大
勢
の
学

生
が
教
科
書
や
、
パ
ン
や
お
菓

子
な
ど
の
食
品
、
飲
み
物
を
購

入
し
て
便
利
に
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
食
も
昼
食
時
に
は
賑

わ
い
、
美
味
し
い
食
事
で
空
腹

を
満
た
し
、
午
後
か
ら
の
授
業

や
部
活
動
の
活
力
源
と
し
て
い

る
。こ

う
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
式

で
は
な
く
、
学
生
が
登
校
し
て

の
対
面
授
業
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ

前
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
。
学
生
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
キ
ャ

ン
パ
ス
で
の
活
動
を
楽
し
ん
で

い
る
。

法
学
部
法
学
科
1
7
3
名
、

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
ス
ポ
ー
ツ

健
康
学
科
98
名
、
ス
ポ
ー
ツ
健

康
学
部
編
入
学
1
名
と
大
学
院

法
学
研
究
科
4
名
の
新
入
学
生

を
迎
え
、
4
月
3
日
、
令
和
4

年
度
入
学
式
が
総
合
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
。

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
に
新
入
生

と
教
職
員
が
一
堂
に
会
し
て
行

わ
れ
る
の
は
3
年
ぶ
り
と
な
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

関
係
か
ら
、
保
護
者
の
方
は
別

会
場
の
1
0
2
教
室
に
集
ま
り
、

式
の
模
様
は
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ

た
。柏

木
俊
彦
学
長
は
告
示
で
、

「
本
学
の
学
訓
は
、『
今
日
学

べ
』
で
す
。
今
、
こ
の
日
の
こ

の
時
間
以
外
に
、
学
べ
る
時
間

を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
過
去
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
で

き
ま
す
が
、
過
去
の
時
点
で
学

ぶ
こ
と
は
で
き
る
わ
け
が
あ
り

ま
せ
ん
。
未
来
を
描
く
こ
と
は

で
き
ま
す
が
、
未
来
の
時
点
で

学
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
学

べ
る
の
は
今
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
、『
今
日
学
べ
』
で
す
。

大
学
生
活
全
体
を
学
び
の
日
々

と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
学
で
の
4
年
間
と
い
う
限
ら

れ
た
期
間
を
精
一
杯
目
標
に

沿
っ
て
日
々
の
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

今
、
桜
咲
く
春
爛
漫
の
季
節

で
す
。
俳
人
高
浜
虚
子
の
句
で

す
が
、『
春
風
や
闘
志
い
だ
き
て

丘
に
立
つ
』。
こ
の
俳
句
に
あ

る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
、
風
に
向

か
っ
て
闘
志
を
抱
い
て
本
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
立
っ
て
く
だ
さ

い
。
本
学
で
の
大
学
生
活
が
皆

さ
ん
の
未
来
を
輝
か
し
い
も
の

と
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
私

の
式
辞
と
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
大
橋
良
一

加
須
市
長
か
ら
「
今
日
か
ら
始

ま
る
学
生
生
活
に
お
い
て
、
優

れ
た
教
育
設
備
と
素
晴
ら
し
い

教
授
陣
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境

の
も
と
自
己
研
鑽
に
努
め
、
次

代
を
担
う
十
分
な
知
性
と
能
力

を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
友
人

と
の
『
絆
』
を
大
切
に
し
て
い

た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
世
代
の
特

権
で
も
あ
る
無
限
の
可
能
性
に

挑
戦
し
続
け
、
貴
大
学
の
伝
統

と
名
声
を
一
層
高
め
ら
れ
ま
す

こ
と
を
、
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
」
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
新
入
生
を
代

表
し
て
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
、

一
谷
優
奈
さ
ん
（
写
真
）
が
、

「
私
達
、
新
入
生
一
同
、
今
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
将
来
の
目

標
に
向
か
い
、
平
成
国
際
大
学

の
学
生
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い

学
生
生
活
を
送
る
こ
と
を
、
こ

こ
に
お
誓
い
致
し
ま
す
」
と
力

強
く
宣
誓
し
た
。

開
館
か
ら
21
周
年
を
迎
え
る

サ
ト
エ
記
念
21
世
紀
美
術
館
は
、

2
0
2
2
年
6
月
26
日
を
以
て

閉
館
す
る
こ
と
と
な
り
、
美
術

館
最
終
企
画
展
と
し
て
『
芸
術

へ
の
想
い
展

〜
21
年
の
歩

み
・
美
術
館
を
支
え
た
芸
術
家

た
ち
を
中
心
に
〜
』
を
開
催
中

で
あ
る
。

平
成
13
年
5
月
25
日
の
開
館

以
来
、
収
蔵
作
品
に
関
連
し
た

企
画
展
56
展
が
開
催
さ
れ
た
中

で
、
特
に
当
館
と
縁
の
深
い
8

人
の
油
彩
画
と
彫
刻
の
芸
術
家

た
ち
に
焦
点
を
当
て
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
て
一
堂
に

集
め
展
示
し
て
い

る
。
美
術
館
創
設

者
・
佐
藤
栄
太
郎

か
ら
紡
い
で
き
た

歴
史
を
、
想
い
出

深
い
作
品
群
に
て

回
顧
す
る
「
最
後

の
展
覧
会
」
と
な

る
の
で
、
是
非
と

も
ご
鑑
賞
い
た
だ

き
た
い
。

な
お
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
の
た

め
、
展
覧
会
会
期

中
に
お
い
て
も
急

遽
、
休
館
お
よ
び

開
館
時
間
変
更
と

な
る
場
合
も
あ
る

の
で
、
美
術
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

お
よ
び
、
電
話
問

い
合
わ
せ
等
に
よ
る
確
認
の
こ

と
。

【
出
品
作
家
】
大
津
鎭
雄
、
佐

藤
栄
太
郎
、
玉
之
内
満
雄
、
寺

井
力
三
郎
、
小
松
崎
邦
雄
、
山

本
貞
、
藤
井
勉
、
加
藤
豊
（
生

年
順
・
敬
称
略
）

紙
上
展
覧
会

今
月
の
1
点

《
遠
望
》

大
津
鎭
雄

今
回
は
開
催
中
の
『
芸
術
へ

の
想
い
展
』
よ
り
1
点
を
紹
介

す
る
。
大
津
鎭
雄
《
遠
望
》
で

あ
る
。

タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
、
木
立

越
し
に
遠
く
街
を
望
む
風
景
が

キ
ャ
ン
バ
ス
に
広
が
る
。
当
時

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
放
送
局
が
存

在
し
た
愛
宕
山
か
ら
東
京
を
一

望
し
、
1
9
3
6
年
11
月
に
竣

工
し
た
ば
か
り
の
国
会
議
事
堂

を
画
面
中
央
奥
に
据
え
て
描
い

て
い
る
。
本
作
は
、
日
本
美
術

学
校
在
学
中
の
17
歳
に
し
て
描

い
た
作
品
で
あ
り
、
第
1
回
一

水
会
展
に
初
出
品
し
、
初
入
選

と
い
う
快
挙
を
果
た
し
た
大
津

に
と
っ
て
記
念
碑
的
な
作
品
で

あ
る
。

「
少
年
時
代
か
ら
放
浪
癖
が

あ
っ
た
」
と
母
親
に
言
わ
し
め

る
程
に
、
幼
少
期
か
ら
好
奇
心

と
行
動
力
に
溢
れ
た
少
年
は
、

十
代
前
半
か
ら
油
彩
や
水
彩
の

画
材
を
携
え
、
吉
祥
寺
の
自
宅

か
ら
有
楽
町
や

横
浜
な
ど
に
赴

き
、
ス
ケ
ッ
チ

を
夢
中
に
な
っ

て
描
い
て
い
た
。

国
家
を
象
徴
す

る
真
新
し
い
建

築
物
の
出
現
も
、

看
過
出
来
ず
に

画
題
と
し
た
の

で
あ
る
。

後
年
は
モ

チ
ー
フ
と
な
る

情
景
を
求
め
、

観
光
客
が
殆
ど
訪
れ
な
い
フ
ラ

ン
ス
を
中
心
と
す
る
欧
州
の
田

舎
町
を
自
動
車
に
て
巡
り
、
気

に
入
っ
た
景
色
や
建
物
を
見
つ

け
て
は
絵
筆
を
走
ら
せ
た
。
自

己
の
興
味
や
美
意
識
に
正
直
な

ま
ま
に
、
大
津
少
年
は
画
家
へ

と
成
長
し
て
い
っ
た
。

美
術
館
庭
園
に
は
開
館
前
よ

り
幾
多
の
樹
木
が
植
え
ら
れ
、

四
季
折
々
の
彩
り
を
添
え
て
き

た
。
そ
の
種
類
も
様
々
で
、
赤

松
、
黒
松
、
欅
、
緑
桜
、
紅
葉
、

白
橿
、
粗
樫
、
椿
、
花
水
木
、

百
日
紅
、
メ
タ
セ
コ
イ
ア
な
ど

な
ど
、
決
し
て
珍
し
い
植
物
ば

か
り
で
は
な
い
が
当
館
の
歩
み

と
共
に
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

埼
玉
県
加
須
市
の
施
設
が
立
地

す
る
地
名
が
「
水
深
」
と
い
う

と
お
り
、
土
中
に

水
分
を
多
く
含
む

た
め
メ
タ
セ
コ
イ

ア
な
ど
の
成
長
は

著
し
い
。
途
中
、

暴
風
や
落
雷
、
気

候
の
変
化
に
よ
り

枯
れ
て
し
ま
う
な

ど
し
て
、
無
念
な

が
ら
伐
採
さ
れ
た

樹
木
も
あ
る
が
、

庭
園
全
体
の
調
和

や
容
量
を
考
え
る

と
変
容
し
て
き
た

の
も
当
館
の
歴
史

と
言
え
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

ま
た
、
庭
園
の

大
部
分
は
高
麗
芝

が
広
が
り
美
し
い

緑
が
心
地
よ
い
一

方
で
、
毎
年
、
雑

草
の
除
去
と
芝
の

刈
り
込
み
が
行
わ

れ
、
庭
園
の
美
化

に
努
め
て
き
た
。

開
館
当
初
は
2
ｍ
に
も
お
よ
ぶ

葦
な
ど
大
き
な
雑
草
が
多
か
っ

た
が
、
歴
代
職
員
一
同
に
よ
る

不
断
の
努
力
の
賜
物
と
し
て
、

現
在
で
は
比
較
的
小
さ
な
雑
草

を
残
す
の
み
と
な
り
、
一
定
の

維
持
が
な
さ
れ
て
い
る
。

20
回
の
四
季
が
移
ろ
う
中
で
、

庭
園
も
そ
の
表
情
を
変
え
な
が

ら
成
長
し
、彫
刻
や
施
設
の「
名

脇
役
」
と
し
て
来
館
者
を
愉
し

ま
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

美術館最終企画展
『芸術への想い展』開催中！

『芸術への想い展』会場風景

令和4年度入学式
3年ぶりに体育館アリーナで開式
令和4年度入学式

3年ぶりに体育館アリーナで開式

美術館庭園風景（開館前）2001美術館庭園風景（現在）2022

新
学
期
を
迎
え
て

新
学
期
を
迎
え
て

オープンキャンパス2022
HIU OPEN CAMPUS
オープンキャンパスに参加して、
実際に平成国際大学を体験してみよう！

日 程 6/11（土）、7/23（土）、8/6（土）
8/13（土）、8/27（土）

進路相談会 10/8（土）

※詳しくは、入試・広報課にお問い合わせください。

屋外庭園・彫刻常設展示

サトエ記念21世紀美術館の魅力の1つは屋外庭園です。緑豊かな庭園内
には20余点の彫刻作品が展示され、樹々と彫刻が織りなす四季折々の表情
をご堪能いただけます。また、庭園内の小川を泳ぐ鯉に「えさ」（美術館受
付にて100円にて販売中）をあげることもできます。ぜひ、当館の庭園も
館内展示と併せてご覧ください。

展示作家：オーギュスト・ロダン、
エミリオ・グレコ、舟越保武、澤田政廣、
雨宮敬子、雨宮淳、加藤豊、佐藤栄太郎他

大津鎭雄《遠望》1937年 油彩・キャンバス 91．1×116．3㎝
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